
　
外
国
人
登
録
者
数
の
増
加
率
が

全
国
一
の
栃
木
県
で
、
外
国
人
の

医
療
・
健
康
相
談
や
医
療
用
語
の
・

対
訳
表
作
り
な
ど
の
活
動
を
続
け
Ｉ

て
い
る
市
民
団
体
｀
「
栃
木
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
（
略
称
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
」
が
、
同
県

内
の
医
療
機
関
の
外
国
人
の
受
診

状
況
調
査
を
ま
と
め
た
。
、
言
葉
の

ど
求
っ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
医
師
や
通
訳
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
昨
年
二
月
に
結

成
。
調
査
は
同
県
内
の
医
療
機
関

　
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

外
国
人
愚
者
の
医
原
資
は
、
約
半

数
が
保
険
点
数
と
同
じ
十
割
と
定

め
て
い
る
。
だ
が
、
自
由
診
療
に

で
、
個
人
病
院
が
名
か
っ
た
。
　
が
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
フ
ラ

　
言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
人
は
で
　
ン
ス
語
に
限
ち
れ
て
い
る
。

き
れ
ぱ
受
け
入
れ
た
く
な
い
と
答
　
　
一
方
、
三
百
九
十
三
機
関
で
外

え
た
機
関
は
四
一
％
。
二
六
％

に
不
自
由
な
医
療
体
制

栃
木
の
場
合
積
極
受
け
入
れ
は
６
％

千
ヵ
所
を
対
象
に
、
昨
年
五
一
七

月
に
治
療
し
た
外
国
人
思
考
の
全

例
に
つ
い
て
尋
ね
、
五
百
四
十
四

医
療
機
関
か
ら
回
答
を
得
た
。

市民団体

詞　べ

な
る
た
め
、
二
十
割
以
上
の
負
担
　
は
、
英
語
が
話
せ
る
外
国
人
で
も

を
求
め
る
所
も
、
総
合
病
院
な
ど
　
ま
っ
た
く
対
応
で
き
な
い
、
と
し

を
中
心
に
二
五
％
。
外
国
人
の
負
　
て
い
る
。
英
語
以
外
で
の
診
療
が

担
軽
賊
を
図
っ
て
い
る
の
は
七
％
　
で
き
る
機
関
も
一
九
％
あ
っ
た

国
人
を
診
療
し
て
お
り
、
そ
の
受

診
者
は
約
二
千
百
人
。
ア
ジ
ア
が

五
四
％
、
南
米
が
三
七
％
を
占

め
、
過
半
数
が
二
十
代
だ
っ
た
。

六
四
％
は
保
険
に
未
加
入
で
、
受

診
回
数
は
平
均
二
・
四
回
、
一
人

当
た
り
の
平
均
医
療
費
は
二
万
二

千
六
十
円
。
う
ち
七
％
が
未
払
い

で
、
最
高
三
百
二
十
七
万
五
千
八

百
三
十
円
に
上
っ
て
い
る
。

･･･ヽ・ヽ・ヽ・ヽ-ヽ･ヽ・ヽ


	page1

